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   Treatment of nocturnal enuresis in children of the Kyoto Prefectural Kiyo Gakko, 

a protectory established according to the Child Welfare Law, was reported. Sugar-coated 

tablets of T-312F, a preparation of TTFD, a new derivative of vitamin  B1, were given 

in 13 children with nocturnal enuresis. It was markedly effective in 5 cases, effective 

in 5 cases and ineffective in 3 cases. In the ineffective cases, sleep was so deep that it 

was impossible to waken the patient. In such cases as these, concomitant used of other 

treatments appears to be advisable. 

   The treatment is being continued at present and the results will be reported later. 

   The authors are grateful to Mr. Jiro Kondo, principal of Kyoto Prefectural Kiyo 

Gakko and Mr. Takao Katsuyama, teacher of the protectory, for their cooperation and 

to Takeda Pharmaceutical Industries, Ltd. for the supply of the drug.

緒 言

夜 尿症 の治 療 には 色 々 な方法 が 用 い られ て い

るが,本 症 の成 因 に 自律 神 経 不 安定 が関 連 す る

事 は丈 献 的 に も認 め られ,叉,著 者等 の研 究 に

て も この 事 実 を認 め て,当 教 室 よ り各 種 の 自律

神 経 剤 に よ る治療 成績 を発 表 して来 た.Thia-

minepropyldisulfide(TPD)の 製 剤 ア リナ

ミン(武 田薬 工)は 自律神 経 不 安 定 に も とつ く

疾 患 に も著 効 が あ り,こ の薬 剤 を夜 尿症 に応 用

した治 療 成 績 も さ きに 報 告 した と ころで あ る

(泌 尿紀 要2巻5号 参 照).今 回 ア リナ ミン特 有

の臭 気 を除 いた 新 型 ビタ ミンB、 誘 導 体TTFD

(Thia】aninetetrahydrofurfuryFldisulfide)

の製 剤T-312Fが 武 田薬 工 に て新 に合 成 され,

当教 室 に本 剤 の提 供 を受 け た の で,京 都 府立 漠

陽 学校 の 夜 尿症 児 童 を 対 象 と して 治療 を 行 つ

た.蕪 に そ の 成績 の概 要 を報 告 す る.

T-312F糖 衣 錠 は1糖 衣錠 中TTFD5mgを

含 有 して い る.

治 療 成 績

夜尿症 児童の治療 を対象 とした京都府立洪 陽学校 は

児童福祉法に よる教護院で,教 護 を要す る児童を収容

した特殊 な学校である.児 童は学校の家庭舎の寮に分

たれ て,職 員は これ と起居を共に して,家 庭的教育を

施 して,そ の生活を指導 してい る.

本校児童107名 中夜尿症 児童は28名(昭 和34年11月
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現在)を 数え,稽 々多い感 もするが特殊 な学校ゆえと

考えられ る。収容児童の生活 環境が幼時期の排尿 の躾

け方,情 操障碍,愛 情の不足等が当然想像 される.起

居を共にした 職員の 熱心な る生活指導に も かかわ ら

ず,難 治な夜尿症児童13名 にT-312F糖 衣錠 を投与 し

て経過を観察 した.使 用成績をみ るために第1表 の如

第1表T-312F糖 衣 錠 使 用成 績 カ ー ド
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2～3回 の夜尿の2例(第12,13例)は 著効である.

即 ち夜尿の程度の軽い児童の方に よい結果を得た.

知能指数(1,Q.)と 夜尿症児童 の関係をみ ると,

本校(昭 和32年10月)の 第3表 の如 き資料 より,必 ず

第3表 夜尿症児童と知能指数との関係

○内数字は夜尿症に関係
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昭和32年10月 現在洪 陽学校に於ける知能指数分布

表の資料 による

しも知能指数の低い もののみが夜尿するとは限 られて

いない結果を得ている.し か し本報告の症例では毎夜

1～3回 の夜尿の ある群 ではLQ。 の 低い ものが多

く,治 療効果 も梢 々劣 るようである.

性格は色 々であるが,神 経質 な児童が特に多いとい

う結果を得 て いない 家庭環境は 本校の 特殊性 もあ

り,複 雑 な家庭が多 く,こ れ も夜 尿症成因の一原因を

な してい ると考え られ る.

昼間の排 尿回数は5～6回 以上の ものが6例 あ り,

稽 々頻尿に傾 向している.こ れ は自律神経不 安定徴候

を示す ものが多い事実を証 し,本 剤投与 の意義がある

ものと考 う.

睡眠程度は普通(お こせばお きる)が 多 く,深(お

こして もお きない)は4例 であ る.睡 眠程度の普通の

ものは本剤投与に よ り大多数反応を示 して著効乃至有

効であるに反 して,深 の ものは3例 まで無効である.

かか る深の症例に対 しては精神神経賦活剤の併用(泌

尿紀要5巻9号 参照),或 はSeiger考 案 のEnurtone

装置(シ ーツがぬれ ると同時にベ ルが鳴 り,ラ ンプが

ともり条件刺戟をお こさせ る)等 の使 用が望 ましい と

考 え られ る.
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本剤内服に よる臭気はTPD(ア リナ ミン)に 比 し

て格段の相違があ り,1例(第11例)の みが 自覚的臭

気を訴えたにすぎない.

結 語

児童福祉法による教護院の京都府立漠陽学校

の夜尿症児童に対する治療経験を述べた.今 回

はア リナミン特有の臭気を除いた新型 ビタミン

Bl誘 導体TTFDの 製剤T-312F糖 衣錠を13

例の夜尿症児童に使用し,著 効5例,有 効5
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例,無 効3例 の成績を得た.無 効例は睡眠程度

が深(お こしてもおきない)で あり,か かる症

例には他の療法の 併用が望 ましいと考 えられ

る.

現在なお治療続行中であり,今 後の治療経過

は続報として述べる予定である.

稿を終 るに際 して,多 大 の御 協力を頂いた京都府立

洪 陽学校長近藤二郎氏,教 護勝山隆男氏等に対 して深

謝の意を表わす と共 に,試 供 品の御提供を仰いだ武 田

薬工に感謝 します.
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6巻3号(荒 川 ・野沢 論 文)235頁 左 側 下 か ら15行 目の 「32.5%」 の次 に 「及 び35.2%」 を 加 え る.




